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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律」の施行により、畜産農家のふん尿
処理対策が問題となってきている。そこで、県内畜産農家の堆肥化事例等を参考に、本県酪農家に
多い中小規模経営を想定した簡易堆肥舎を開発した。

(1) 施設の概要；県内事例の調査結果を踏まえて、低コスト堆肥舎Ver.１(50㎡)を建築した（図１）。ま
た、堆肥舎で処理した堆肥を保管するための施設としてL型擁壁等を用いて低コスト堆肥舎Ver.
２(24㎡)を建築した（図１）。

(2) 建築資材及びコスト；図１及び表１のとおり、床資材にはシートを埋設し、上部を山砂で突き固め
たもの及び土壌固化剤、擁壁にはコンクリート製L型擁壁及び木製コンパネ、屋根には透明FRP
波板及びシートを使用した。施設建築費用は、Ver.1が834千円(17千円/㎡)、Ver.2が250千円(10
千円/㎡)であった。

(3) 施設及び素材の性能

ア 施設；Ver.1及びVer.2で搾乳牛5頭分のふん尿処理及び保管が可能であった。

イ 床；床面硬度の変化はなかった（表２）。なお、土壌ECの測定値等から床面への汚水の浸
透が推察された（表２）。

ウ 擁壁；L型擁壁及び木製コンパネについては耐久性等問題なかった。

エ 屋根；透明FRP波板は堆肥舎内の温度を高めるために有効であった。また、堆肥シートは
堆肥の乾燥に有効であった（表３）。

２期待される効果

初期投資を抑えた堆肥舎整備が可能となる。

３適用範囲

中小規模経営の酪農及び肉用牛農家に設置可能である。

４普及上の留意点

(1) 施設の規模は畜種、飼養頭数及び保有機械等によって設定する（畜産環境アドバイザー研修会
資料等を参考に算定する）。

(2) 床面の泥濘化防止のため、設置場所等を考慮し、堆肥舎内への雨水浸入を防止する。また、汚
水の地下浸透防止のため、防水シートの埋設が必要である。
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